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【総会報告】 

2011 年京都学友会総会報告 

庶務委員 遠山 景子(64 回生) 

2011 年学友会総会は平成 23 年 5 月 21 日(土)京都ホテルオークラ(15 時～19 時)にて、約 130

名の出席者のもとに開催されました。 

講演会・総会に引き続き懇親会へと移り、そ

れぞれに盛会裡に終了しました。ここに会ごと

の報告を掲載し、総会報告とします。 

〔講演会報告〕 

講演会は西谷源展副会長(回生)の司会のも

と樺島
かばしま

祥
しょう

平
へい

氏（40 回生）の「山登りの楽しみ方」、

井上泰
やす

治
はる

氏(43 回生)の「ベトナムでの医療援

助」の順に行われました。 

樺島氏は山登りのきっかけや楽しみ方、歩き方(体の鍛え方)、食事、万が一への備えについて

語っていただき、スイスの風景をスライドにて紹介していただきました。井上氏はベトナムの土地、

歴史、戦争、赴任していた病院紹介と医療の現状、さらに医療技術支援協力を滋賀県放射線技

師会が行っており、学友会会員も国際交流委員として、派遣されていることを紹介していただきまし

た。 

両氏とも興味深い講演

で、あっという間に終了の

時間となりました。 

 

 

 

 

〔総会報告〕 

総会は、森本美穂理事(62 回生)の司会のもと講演会に引き続き開催され

ました。 

初めに東日本大震災により尊い命を失ったもしくは行方の分からない被災

者、およびこの２年間の物故者に対し黙祷をささげた。 

埜
の

藤
とう

眞
まさ

純
ずみ

会長(43 回生)の挨拶、名誉会長の遠藤啓吾 学長の挨拶に引き

続き、功労者表彰が行われ、長年に亘り理事・監事および滋賀支部長を務め

られた土田信明氏(滋賀支部：35 回生）、長年に亘り関東支部育成に尽力さ

れた松本 進氏(関東支部：39回生)に、会長より表彰状と記念品が贈られました。また 2009年総会

を主宰した井戸靖司氏(東海支部：47 回生)に感謝状と記念品が贈られました。 

樺島氏 井上氏
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森本理事 



議事に移り、議長に出石弘伸氏(京都支部：57 回生)を選出し議事に入りました。 

会長より、平成21・22年度の事業報告および決算報告が、野原弘基監事(37回生)より会計監査

報告があり、それぞれ満場一致で承認されました。 

続いて会長より平成 23・24 年度の事業計画および予算報告が行われ、大学卒会員の誕生とい

う新しい時代に合わせた事業の展開及び会員相互の親睦、組織結束力の強化により本学友会を

益々発展させ、母校の更なる発展のため側面から支援すべく、 

１）会員相互の親睦・親交を積極的にはかって頂くため、定期的な支部総会の開催を要請すると

共に、出席要請のあった支部には会長及び本部役員が出席するよう努め、 

2）会財政の健全化について学友だより、会員名簿についての検討、ホームページによる情報提

供内容についての検討を行いたい。 

また、各委員会活動については、例年通りの事業を予定しているが、より充実したものにしたいと

報告がありました。 

事業計画・予算についての質疑は特に異議もなく決議に移り、ともに満場一致で承認されまし

た。 

次期総会閉催地については福岡支部から立候補があり、満場一致で承認されました。 

総会議事事項はすべて終了し出石議長の降壇の後、森本理事の司会に交代し、庶務担当の

遠山景子理事(64 回生)から次期選挙管理委員に、小田敍弘(留任、京都支部：49 回生)、平川益

三(京都支部：54 回生）、八木勝己(大阪支部：55 回生)の 3 氏の推薦があったとの報告があり満場

功労者表彰 土田氏遠藤学長 埜藤前会長 

出石議長
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一致で承認されました。 

新役員選出に移り、吉村和彦選挙管理委員長(55 回生)から会長候補に神澤良明氏(43 回生)、

監事候補に漢那憲聖氏(留任、42 回生)、田中庸二氏(44 回生)の届出があったと報告され、それぞ

れの候補者とも満場一致で平成23・24年度の役員として信任されました。2011年の京都学友会総

会は次回福岡での再会を楽しみに滞りなく閉会しました。 

 

〔懇親会報告〕 

１17 時、司会谷口義光理事(45 回生)、遠山景子

理事(64 回生)の発声により懇親会の幕が上がりまし

た。出席会員 111 名、招待者 2 名、協賛各社 13 名

の総勢 126 名の参加者を前に、堀井均実行委員長

(55 回生)の挨拶、埜藤会長の東日本大震災による

会員の被災状況報告を含めた挨拶、引き続いて後

藤正季名誉会員(34 回生)の音頭で京都ホテルオー

クラから寄贈されたシャンパンでの乾杯により、スタ

ートしました。会場ではあちこちで皆、ビール・水割

り・ワイン等々片手に歓談が始まり、新旧役員紹介と

して埜藤会長、神澤新会長、漢那、田中両監事の挨拶がありました。宴もたけなわに入り、小倉佐

助氏(26回生)による三代で診療放射線技師の道を進もうとされているスピーチ、今年3月に京都医

療科学大学を退任された向井孝夫名誉教授のスピーチをいただきました。次に、協賛各社の島津

製作所 伊藤邦昌氏、島津メディカルシステムズ(株)石原浩氏、富士フィルムメディカル(株) 山田

茂生氏、伏見製薬株式会社 飯田直樹氏、バイエル薬品株式会社 松崎隆昭氏、住重試験検査

株式会社 小嵜正彦氏と金川政史氏(短大 14 回生)、

株式会社アイテック 永田輝男氏の挨拶をいただき

ました。 

楽しい時間はすぐ過ぎ、新学友会神澤会長(43

回生)の万歳三唱にてお開きとなり、2013 年福岡総

会での再会を約束し、2011 年京都学友会総会懇親

会は大盛況の内に幕を下ろしました。その後はこの

日に合わせて同窓会を企画された方々、久しぶりの

旧友との再会、気の合う先輩・後輩ら、各々それぞ

れの二次会へと消えて行きました。 

以上 
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